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1　͡Ίʹ
ϋイヒールύンプスなどのフΝッγϣ

ン製品はৗに新しさをٻめてスタイル৭
ࡐ料などを改ྑしている。そのޮ果はര
発的な受注を受ける人ؾ商品になった
り、受注が長ؒظ続くఆ番といえる商品に
なったりして、ࢢ場のԠは༷ʑである。
しかし、時にはそのมߋがॏ大なܽ点につ
ながることもあり、ᷮかな改ྑでも試しཤ
きによる最ऴチΣッΫが必要である。
試しཤきにؔしては、イΪϦスの靴ن格（#4 

5131）「靴およͼ靴ࡐ料の試験方法」の中で
着用࣮験の方法をৄࡉにنఆしている。そ
れにはඃ験者のબͼ方から人数、着用する
足数着用方法などの݅がఆめられて
いる。
着用࣮験にはೋ௨りの方法がある。一つ

はطଘの靴と開発品の靴をࠨӈの足にಉ時
に着用してൺֱする方法である。もう一方
は、開発商品を日ৗに着用してఆする方
法で、σβインŋߏのܽ点をௐࠪする
ؒظ（20日ఔ度）と、用ੑௐࠪの長ظ
ؒ（100日ؒ）の着用がある。྆方法とも
着用試験్中およͼऴྃ時に、着用靴のม
化と着用者（ඃ験者）の着用ײのใࠂで
அする。
このような着用による試験では、ଟ

くのߠఆ者がଘࡏするのにରして൱ఆ者も
ଘࡏすることがৗである。そのことから改
ྑ品を大ྔ生産౿みるか൱かのܾஅは

難しいことであった。໌֬にஅできる࣮
験ࣨ的なఆの手立てがٻめられている。
このことから、ଟくの靴研ڀではے電ਤ

চ力ྔؾݺなどのエネルΪー消費໘
などから評価しようとして༷ʑな方法がݕ
౼されてきた。しかし、それらのใࠂでは
ଌఆのࡶさඃ験者数ので「靴の
ੑ差を໌֬にද現していない」との݁
で࣮用化されてこなかった。
そこで、靴のੑを的֬に評価する手法

を୳るため、า行現のม化からଊえよう
と足Ґஔา行時のՙॏม化から開発品
のੑ差をׂり出すことをߟえた。ࠓճ
は、靴の݅を୯७にするために靴ܕσ
βイン、使用ࡐ料、Ճ工方法をಉ一にし
て、ヒールのଠさ（ࡉいϐンヒールとଠい
ストレートヒール）のみをมえたೋछྨを
製して、靴がา༷にٴ΅すӨڹからੑ
差をׂり出すことを試みたใࠂである。
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また、า༷のม化は靴によるӨڹか൱か
を୳るためにད足状態でのา行にՃえ
て、ඃ験者がීஈに使用しているཤきなれ
た靴でのา行もൺֱରとした。

靴のઃ計ݧ࣮　�
ヒールのଠさがา行にӨڹするかの࣮験

では、靴についてҎ下のような注ҙが必要
である。
��1　靴ܕͱώーϧܗঢ়
革靴では靴ܕ（ラスト）に甲ࡐ料と底ࡐ

料をີ着成ܗさͤて࡞ることから、靴ܕに
ついて理ղしておく必要がある。その靴ܕ
は足をੴߣ取りしたίϐーܕでは見өえが
ѱいだけでなく、足をݻఆするためのకめ
つけの工がなかったり、า行時のഎ۶で
の৳ͼ分を収めるスϖースきる௺先方ى
がなかったりして、า行がࠔ難な靴になっ
てしまう。また、όラπキのない靴を製
するためには、靴ܕに甲෦と底෦を分ける
はっきりとしたྏઢ（フΣβーライン）を
を֬ఆすることもॏ要な工ܕって中底࡞
の一つである。
さらに、า行時の足෦動࡞を円にする

ために、トウスプϦングヒールϐッチ
Ϙール෦のۂがヒール高さによって底
໘にܗけられている。これらの靴ܕの
工は靴メーΧーにとって長年にΘたって
改ྑしてきたϊウϋウのմとして外ෆ出
になっている。このことから靴ܕには統一
されたଌఆ方法と分ྨ方法がないので、ࠓ
ճの࣮験用靴の靴ܕは大ྔ生産のモσルを
用いた。

ऀݧͱඃ༷靴のݧ࣮　���
甲෦のσβインはଟくのঁੑが日ৗで最

もଟく着用するύンプス（ίートγϡー）
タイプのϋイヒール（ヒール高5�5DN）と
した。ಉ一タイプの靴ܕでଟくのフΟッ

ςΟングద合者をٻめるために、ウイζは
&タイプでサイζは足長が23�0、 23�5、 24�0
のࡾछྨとした。　　
使用しているओ要ࡐ料はҎ下のとおりで

ある。
甲ࡐ料はڇ革（キップ1�2NNް）でແ০

りのプレーンύンプスのσβインとした。
ཪࡐ料はΫϩϜなめしのライニング用に
立てられたڇ革である。底ࡐ料はՃེΰϜ
（4#3）3�5NNްでߗ度は+*4 "85度を使
用した。中底は2NNްのύルプϘードで
߯మ製γϟンΫとフΝイόーϘードのγー
ト෦をิڧしたඪ४的な༷である。
ヒールは"#4थࢷで成ܕされた革רきの

上げである。トップϐースは༺༥ϙϦ
ウレタン製で、ヒールのܗ状はਤ 1 による。

トップ長さ トップۊ アンダーセット
ଠヒール 28NN 9NN  8NN
ϐンヒール  9NN 8NN 10NN

ඃ験者は用ҙした 3 サイζの࣮験靴に的
֬にフΟットする22、23歳のঁࢠ学生から
ืり、11໊をબͿことができた。足ܕはレー
βー式࣍ࡾ元足ܭܕଌ器でଌఆして、靴
のフΟッςΟングを֬ೝした。

歩行測定装置　
า行の足をܭଌするためにচ໘の圧力

分をଌఆするஔ（ਤ 2 ）（᷂ニッタ製
ήイトスキϟン7FS3�2）を使用した。その
圧力センサーはՃΘる力にԠ͡て電ؾ߅

ਤ �　歩ݧ࣮ߦのΠϝーδ
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がม化するಛघインキがృられた0�2NN
のフΟルϜで࡞られている。そのඃບγー
トは行電ۃとྻ電ۃが̑NNִؒの格ࢠ状
にஔされていて、その交点が力のݕ出点
となっている。ݕできる෯が500NN、
長さが3�6Nの࣮験࿏である。そのセンサー
γートをඃ験者がҙࣝしないで自વา行す
るように、ॿ࿏と௨りൈけ࿏をઃけて合
成γートでΧόーした。
センサーのサンプϦング度は10̼TFD

（60)[）である。　

3　歩ݧ࣮ߦの݁Ռ
3�1　歩ߦύϥϝータ
歩幅
า෯は一ճのา行でセンサー上を 4 から

6 าで௨աした。それを 4 ճ܁りฦした
をݸ人͝とにฏۉとඪ४ภ差をಘた。
また、そのଌఆがつまずき;らつきの
ҟৗをআ外するために中ԝとฏۉを
ൺֱしてஅした。

ਤ 3　歩෯のӨڹ
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શてのඃ験者が、ཤきなれたීஈ靴で
は、า෯をくา行した。また、ࡉヒール
靴よりଠヒール靴の方がา෯をくา行し
た。また、ད足のา෯は靴の着用時よりશ
てのඃ験者がڱくなっている（ਤ 3 ）。こ
れはඇ日ৗ的な行動であり、ෆ׳れなา行
のためとߟえられる。いา෯でาけるこ
とはཤきよさをࣔしているといえよう。

歩行速度
า行度はࠨӈのา෯͝とに要した時ؒ

からׂり出して、時にࢉした。ݸ人差
が大なるものの、ད足、ϐンヒール、ଠヒー
ル着用でのੑ差はਤ 4 から໌らかであ
る。ಛに、これまでのଟくのใࠂでج४と
して扱ってきたད足า行は、度において
も日ৗのา行とൺֱできないରであるこ
とをࣔしている。
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ਤ �　歩ߦのӨڹ
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ਤ �　ؒ࣌ൺ

接時ؒൺは高ྸ化によって、ൺが高
くなるとのใࠂもあり、ॏෳา時ؒと྆足
接時ؒからׂり出した。ଠヒールがもっ
とも接時ؒൺが҆ఆしたา行ができるも
のの、ད足でもっともくなっている（ਤ
5 ）。҆ఆしたา行が出དྷるか൱かのࢦඪ
になるとされている。
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3��　চྗ
চ力はย足の接໘にՃΘったトータ

ルՙॏを10̼TFD͝とにݕ出される。ਤ 6
はඃ験者一人がϐンヒール靴でา行した 4
ճ（ࠨ足12า）のচ力をॏͶ書きしたグ
ラフである。
グラフには 2 つ山が出དྷている。最初（ࠨ

ଆ）の山はヒール෦が着時に体ॏを受け
の山（ӈଆ）はϘール࣍。めた力であるࢭ
෦でけりだした時の力を現している。

ᗋ
㻌
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ਤ 6　ϐϯώーϧͰ1�歩のচྗΛॏͶॻ͖

その12ճ（า）のσータをད足、ଠヒー
ル靴、ϐンヒール靴͝とにฏۉして、ॏͶ
書きしたグラフがਤ 7 である。このฏۉ化
したグラフで靴छ足のࠨӈ差で体ॏҠ動
の状態を໌֬にすることが出དྷた。
点ઢはད足でのา行時のচ力の経աで

ある。ヒール着後に最もڧくচ໘にি
ಥしていることと、চ໘に接৮している時
ؒがいことが分かる。

ഁઢはϐンヒール靴である。ϐンヒール
での着はෆ҆ఆなことから੩かな着を
༨ّなくされたา༷である。着後はད足
ଠヒールでのา行とಉ͡にऽりだし（ト
ウオフ）になっている。ඃ験者11人がಉ͡
をることڹをࣔしたことでཤ物のӨ
ができる。

ͱ՝ߟ　�
靴छによってา෯า行度、চ力な

どにݸ人差はあるが、ಉ͡をࣔしたこ
とは、靴のੑを見ۃめる手立てとなるこ
とをࣔしている。
さらに、চ力のՙॏ中心（$01）は、

ད足では足のӡͼがैདྷからݴΘれている
「ἤ

ㆀㆈ

る足ӡͼ」をࣔしているのにରしてଠ
ヒール靴では外きの体ॏҠ動をしてい
る。$01の分ੳからも靴の着用とད足での
า行のൺֱはできないとߟえる。
また、$01分ੳからはϐンヒール靴とଠ

ヒールでは着時に҆ఆੑのҧいをࣔして
いることからൺֱݕ౼する手ஈとなろう。
これらのヒールܗ状差のӨڹを足分ੳ

からஅできたことから、ヒールઃܭ時の
アンダーセットڑ（ਤ 1 参র）のมߋ
ヒールトップ長さよりトップ෯を長くして
ヒールίンタΫトを҆ఆさͤたヒールのಛ
長を໌らかに出དྷる。
さらに、า෯চ力のࠨӈ差はフΟッ

ςΟング݅にྀߟしなけれならないこ
とがղった。

おΘりに
「靴技術のૅج」としてのこのใࠂは、

昭和ঁࢠ大学の角田由ඒࢯࢠの͝ڠ力のも
と成しಘたものです。
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